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（団体名）
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防火担当者

（防火担当）



１．目的

この計画は、尾三消防組合火災予防条例（以下「条例」という。）第４２条の３に基づき、
　　　　　　　　　　　（以下「催し」という。）実施における火災予防上必要な業務に関する事項を定め、火災等の災害を予防し、人命の安全及び被害の軽減を図ることを目的とする。
２．主催者の業務と権原
（１） 主催者は、催しにおける火災予防上必要な業務について、すべての責任を持つものとする。

（２）主催者は、管理的又は監督的な立場にあり、かつ火災予防上必要な業務を適正に遂行でき
る権限を持つ者を防火担当者として選任し、業務に関する計画を作成させるとともに、当該
計画に基づく業務を行わせなければならない。
（３）火災予防上必要な業務において、不備・欠陥が発見された場合は、速やかに改修しなけれ
ばならない。
（４）主催者は、防火担当者の指揮監督を行うものとする。
３．防火担当者の業務と権限

　 防火担当者は、この計画の作成及び実行について全ての権限をもって、次の業務を行う。

（１）火災予防上必要な業務に関する計画書の作成（変更）

（２）催し実施における、火災予防上の安全に配慮した会場の配置計画の作成
（３）主催者が出店を認める露店、屋台これらに類するもの（以下「露店等」という。）の開設者（以下「出店者」という）に対して事前に本計画書の周知

（４）催し会場全体における火災予防上の統括管理及び出店者の指揮監督
（５）配置計画の履行状況の検査の実施及び主催者への結果報告
（６）露店等の開設に係る防火安全点検票の出店者への配布及び回収
（７）その他火災予防上必要な業務
（３
４．出店者の義務
　　出店者は計画書及び下記の項目を遵守しなければならない。
　（１）出店者は主催者及び防火担当者の指示に従い火災予防及び被害の軽減に努めなければなら
ない。
（２）出店者は事前に露店等の営業内容、営業場所、対象火気器具等及び危険物の使用の有無を
　　防火担当者へ報告し、配置計画に適合しているかの確認を受ける。
（３）対象火気器具等の取扱いに関しては、安全な場所に設置し、条例を遵守する。
　（４）危険物の持ち込みは、必要最低限とし消防法令及び条例の貯蔵及び取扱いの技術上の基準を遵守する。
　（５）対象火気器具等を使用する出店者は、消火器（住宅用消火器及び腐食又は破損がある不適切な消火器を除く。）を準備する。
　（６）催し当日に出店者（対象火気器具等を使用する場合に限る。）は、露店等の開設に係る防火安全点検票による点検を実施し防火担当者へ提出する。
５．災害発生時の組織編成及び任務等
（１）災害発生時の本部の組織編成及び任務等については、以下のとおりとする。
	担当
	連絡先
	任務

	本部隊長（防火担当者）



	
	指揮，命令，監督等

	本部通報連絡担当



	
	（１）火災等の発生場所及び状況の把握
（２）放送設備等を用いた火災発生の報知
（３）消防機関への通報

（４）消防隊の誘導及び情報提供

	本部初期消火担当




	
	（１）消火器を用いた初期消火

（２）出店者が行う消火作業への指揮
（３）消防隊との連携

	本部避難誘導担当




	
	（１）最も安全な経路選定及び避難誘導指示
（２）負傷者等の確認及び隊長への報告

	本部応急救護担当




	
	（１）負傷者に対する応急処置

（２）救急隊との連携、情報の提供


（２）災害発生時の出店者及び警備会社等の任務等については、以下のとおりとする。
	項目
	活動内容

	消火活動
	（１）火災を大声で周囲に知らせる。
（２）速やかに初期消火を実施する。

	通報連絡
	（１）本部通報連絡担当へ火災発生及び状況を報告する。
（２）逃げ遅れ者及び負傷者の有無を確認し、本部応急救護担当又は
消防隊に連絡する。

	避難誘導
	（１）避難経路を明確に指示する。

（２）安全な避難経路を確保する。


６.その他火災予防上必要な事項

計画に変更が生じた場合は、直ちに消防機関へ連絡する。

　防火のための巡回、交通整理及び避難誘導等の安全管理に係る人員を配置する。
７．添付図書

	
	図書名
	内容

	○
	催し内容（パンフレット等）
	

	○
	周辺図
	

	○
	配置計画書
	露店等・対象火気器具等・危険物等の配置図

	
	
	露店等の一覧

(対象火気器具等の有無、使用燃料を記載)

	○
	スケジュール表
	催しの当日のスケジュールがわかるもの。

	○
	避難経路・警備図
	避難経路及び警備員(誘導員)の配置が記されたもの

	○
	緊急連絡先
	災害時における緊急連絡体制を記したもの


　
	年　　月　　日
　　　　　　　　　　点検実施者
氏　　　名


	点　　検　　項　　目
	チェック欄

	１　火気使用器具類等関係
	

	　⑴　適切な消火器を設置しているか。
	

	　⑵　対象火気器具等は、手入れしているか。
	

	　⑶　対象火気器具等の周囲は、可燃物から適当な距離を保っているか。
	

	　⑷　対象火気器具等は、衝撃若しくは振動で容易に転倒し、又は落下するおそれのないように据え付けているか。
	

	　⑸　コンロ等を設置する「床」及び「台」は、不燃性のものを使用しているか。
	

	　⑹　カセットコンロ等の調理器具を２台以上並べて使用していないか。
	

	２　ＬＰガス関係
	

	　⑴　ボンベは、安定した場所に設置し、転倒防止措置がされているか。
	

	　⑵　ボンベは、直射日光を避け、風通しの良い場所に設置されているか。
	

	　⑶　ゴム製ホースは，プロパンガス専用のものを使用しているか。
	

	　⑷　ゴム製ホースの接続部は、ホースバンド等で確実に締め付けられているか。
	

	　⑸　ゴム製ホースは、ひび割れ・溶解等劣化したものを使用していないか。
	

	　⑹　１本のボンベから２以上の調理機器に接続する場合，分岐ホースごとに開閉弁を設ける等適正な処置がとられているか。
	

	　⑺　使用後は、器具栓だけでなく、元栓も閉じているか。
	

	３　危険物及び発電機関係
	

	　⑴　危険物を使用する者は、当該危険物の性質等を理解しているか。
	

	　⑵　燃料の保管は、消防法令に適合した金属製容器を使用し、キャップを確実に締めているか。
	

	　⑶　燃料を保管する場合は、火気から十分に離し、直射日光を避け風通しの良い場所で保管しているか。
	

	　⑷　発電機への燃料給油時は、発電機のエンジンを停止して行っているか。
	

	　⑸　必要に応じてロープ等により区画しているか。
	

	４　電気関係
	

	　⑴　発熱量の高い照明器具等は、可燃物から適当な距離を保っているか。
	

	　⑵　雨水等の水がかかるおそれのある場所に設ける場合は、防水性能を有するものを使用しているか。
	

	　⑶　たこ足配線をしていないか。
	


露店等（対象火気器具等の使用に限る）の開設に係る防火安全点検
1

